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例 会 毎週木曜日 12：30  ホテルグランヴィア広島 
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【オープン例会】 

ロータリーソング  ｢われら広島北ロータリー｣ 

来客紹介 親睦委員会 

会長時間  

幹事報告  

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱 ニコニコ委員会 

卓話時間 ｢広島カープ 炎のストッパー 

 津田恒美物語｣ 

 演劇集団よろずや  

 主宰  寺田 夢酔 氏 

 

【ガバナー公式訪問】 

ロータリーソング  ｢われらの生業｣ 

来客紹介 親睦委員会 

入会式 

連続出席表彰 

会長時間  

幹事報告  

委員会 

ニコニコ箱 ニコニコ委員会 

卓話時間 ｢ガバナー公式訪問｣ 

 国際ロータリー第2710 地区 

 ガバナー  田原 榮一 氏 

 

本日、新会員２名の方の入会式が行われました。公式訪問というこ

ともあり、特別に田原ガバナーより会員バッジを着けて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から、 

８年 上田会員 

２０年 山下 江会員 

８年 水野会員 

 

おめでとうございます！ 

 

 

 

また、２０年連続出席

の山下 江会員には、

クラブより記念品が贈

られました。 

 

これからも連続出席を

続けてください！ 

 

 

 

 

本日は田原ガバナーを迎えての公式訪問です。田原ガバナー、藤

村副代表幹事、静川ガバナー補佐、澤田補佐幹事ようこそお越しく

ださいました。会員一同ご歓迎申し上げますと共に厚く御礼申し上

げます。田原ガバナーには後ほど卓話の時間及びフォーラムにて

いろいろとご指導頂けること楽しみにしております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

今月は「会員増強・新クラブ結成促進月間」です。田原ガバナーは

ガバナーズレターにおいて「会員増強はロータリアンの義務として 

前回の例会   2016 年８月18 日(木)  第22８1 回 

入会式 

連続出席表彰 

会 長 時 間        会長  中山 昌実 

本日の例会
2016 年８月25 日（木） 

第2282 回 
新谷 欽史 会員（ｼﾝﾀﾆ ｷﾝｼﾞ） 

㈱魚一  代表取締役社長 

職業分類：鮮魚仲卸 

推薦者：金井次郎会員･三保二郎会員 

所属委員会：親睦、社会奉仕 

その他：1969 年3 月生まれ 

堤  大地 会員（ﾂﾂﾐ ﾀﾞｲﾁ） 

堤防水塗装工業㈱  代表取締役 

職業分類：建築防水工事 

推薦者：金井次郎会員･山下正司会員 

所属委員会：親睦、社会奉仕 

その他：1976 年10 月生まれ 
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認識し、全会員で取り組むことが効果的である。」と述べられて

おります。わがクラブでは山坂会員増強委員長を中心として全

会員で会員増強に取り組んでおり、７月に６名、本日２名の新会

員の入会により会員数９４名となりました。また、本日１名の入

会ゲストを迎え、新たな目標である会員１００名も実現可能とな

ってまいりました。引き続きよろしくお願いいたします。 

さて、８月５・６日とわがクラブが２０１３年より支援しております

「小さな祈りの影絵展」が元安橋東詰にて開催され、５日に青少

年奉仕委員会メンバーと共に行ってきました。影絵展は日常の

幸せを影絵で描き展示し、平和について考えようとする趣旨で、

今年のテーマは「つなぐ」です。影絵の回りには大勢の人々が集

まり、影絵に見入り写真を撮っていました。また高校生の説明は

以前に比べ大変上手になっているように感じました。来年は是

非多くの会員に見学に行っていただければと思います。 

 

＊本日例会終了後にフォーラムを開催しますので、多数のご出

席をお願い致します。 

＊ＢＯＸ配布物 

公式訪問冊子 

９月例会予定表 

 

職業分類会員増強委員会  下川副委員長 

＊次週８月２５日（木）の例会をオープン例会です。ゲストを募集

中です。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

《ご来賓出宝》 

田原ｶﾞﾊﾞﾅｰ、藤村副代表幹事、静川ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐、澤田ＡＧ幹事 

 

《自主出宝》 

中山会員･三保会員･岡部会員･丸本会員･小林(孝)会員 

田原ｶﾞﾊﾞﾅｰ、藤村副代表幹事、静川ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐、澤田ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐

幹事、本日は暑い中ご出席賜り誠にありがとうございます。卓話とﾌ

ｫｰﾗﾑよろしくお願いいたします。 

中山会員･三保会員･岡部会員･丸本会員･小林(孝)会員 

新谷さん、堤さん、ご入会おめでとうございます。心より歓迎いたし

ます。 

合田会員･島本会員･濱本会員 ８月５日金曜日、青少年奉仕委員

会の事業「小さな祈りの影絵展」にご参加を頂きました皆様方、大

変ありがとうございました。感謝を申し上げます。 

山本(忠)会員･福田会員･中尾会員 田原ｶﾞﾊﾞﾅｰ、藤村副代表幹事、

静川ＡＧ、澤田ＡＧ幹事、当ｸﾗﾌﾞ公式訪問ありがとうございます。本

日の例会が素晴らしい会になりますこと楽しみです。来年のｶﾞﾊﾞﾅｰ

杯野球大会もよろしくお願い致します。 

髙原会員 恩師である田原榮一ｶﾞﾊﾞﾅｰ、本日は当ｸﾗﾌﾞにおいで頂

きまして心より歓迎します。ありがとうございました。 

山下(正)会員･金井会員 堤 大地さん、入会おめでとうございます。

北ＲＣの仲間として改めてよろしくお願いします。 
久保(豊)会員･岡田(昌)会員 堤さんご入会おめでとうございます。 
三保会員･金井会員 新谷欽史さん、入会おめでとうございます。北

ＲＣの仲間として改めてよろしくお願いします。 
福田会員★ 今年８月を以て、満８７歳となり、多数の会員諸兄によ

り、私の米寿を祝う会を催して頂き、誠にありがとうございました。お

役に立たない年齢ですが、諸兄のご指導を賜りながら楽しく生きて

いきたいと存じます。どうぞよろしくお願い致します。 

藤田会員･樽本会員 ８月４日に開催されました福田会員の米寿の

お祝いの会におきましては、多数の皆様にご参加頂き、本当にあり

がとうございました。お陰様で盛大に終える事ができました。 

久永会員 昭和２４年、第３回平和記念式典で一度鳴らされ、役目

を終えていた２代目平和の鐘が、昨年に続き原爆の日に実行委員

会によって鳴らされた。その時、原田会員のご尊父原田東岷氏作

詞「世界の命＝広島の心」が広島合唱同好会によって歌われた。こ

の歌は原爆の劫火の中から苦痛をへて生れでた新しい命が“平和

を築く”聖なるｴﾈﾙｷﾞｰに・・・・。海外公演でも歌われている由。私も

この場にめぐり合い新たなる感動をうけました。 

土井会員 誕生祝いを頂き、ありがとうございました。 

迫会員◆◆ 職業奉仕委員長の迫です。今年度やっと出席できま

した。よろしくお願いします。誕生日祝いもありがとうございました。 

上田会員 早いもので入会８年になりました。これからもご指導よろ

しくお願いします。 

島本会員 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸでの卓球日本の活躍がうれしくて出宝しました。 

泉会員 ８月の多打喜会にて優勝しました。ｱﾝﾀﾞｰと優勝で１５枚し

出宝します。 

下前会員☆◆ 多打喜会で準優勝。８ｱﾝﾀﾞｰが出ました。 

 

※未読分 
山下(江)会員 連続出席２０年お祝いありがとうございました。これ

からも精進したいと思います。 

 

★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円 

 

 

『公式訪問に寄せて』 

 

国際ロータリー第２７１０地区 

ガバナー  田原 榮一 氏 

 

皆さん、こんにちは。 
2016-17 年度のｶﾞﾊﾞﾅｰを務

めます田原榮一でございま

す。先ほど会長のご紹介、あ

りがとうございました。 
最初に、ﾛｰﾀﾘｰ財団 100 周

年という記念すべき年に、ｼﾞ

ｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑ RI 会長の下でｶﾞ

ﾊﾞﾅｰの責務を果たすことを考えますと、身の引き締まる思いで

ございます。皆さま方のご支援、ご協力を心からお願い申し上

げます。 
先ほど会長・幹事会では、当ｸﾗﾌﾞの歴史、そして青少年への奉

仕活動等をお聞きし、大変感銘いたしました。さまざまな取り組

みをやっておられ、私も勉強させていただきました。 
私が尊敬する岩森茂ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰを輩出され、今日ここに訪問さ

せていただくことは、私にとって大変光栄でございます。これま

で 48 年間、地域に根差した奉仕活動を、特にﾛｰﾀﾘｰ活動の中

で、ﾀｲ小学校への支援とか、山本ﾊﾟｽﾄ会長が進められておりま

すｶﾞﾊﾞﾅｰ杯野球大会など、取り組まれてきた当ｸﾗﾌﾞに対して、

心からの敬意を表したいと思います。また岩森先生には、３年間

の戦略計画である、がん予防推進委員会のｶｳﾝｾﾗｰとしてご指

導いただいており、この席を借りて厚く御礼申し上げます。 
ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問の主な目的は、会員意欲を高め、ｸﾗﾌﾞをｻﾎﾟｰﾄ

することでございます。そこで今日の私の卓話では、RI 会長ｼﾞｮ

ﾝ･ｼﾞｬｰﾑ氏のﾃｰﾏ、強調事項と、私のｶﾞﾊﾞﾅｰ信条、地区運営方

針について、もう一度強調いたしますので、それらを当ｸﾗﾌﾞで咀

嚼（そしゃく）し、導入して、当ｸﾗﾌﾞの発展に役立てていただけれ

ばと存じます。 
今日、卓話のあとは、すでにご案内のごとく四つの項目につい

幹 事 報 告        幹事  岡部 知之 

委員会報告 

ニコニコ箱         発表：吉永征史会員

当日計 85,000 円  累計 361,000 円

卓 話 時 間 
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て皆さま方と協議し、非常にﾕﾆｰｸなﾌｫｰﾗﾑｼｽﾃﾑを先ほど会長

から説明を受け、非常に面白いﾌｫｰﾗﾑのやり方だと、今まで 25
回クラブを訪問しておりますが、初めての経験で大変楽しみにし

ております。 
さて、RI 会長ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑは、“Rotary Serving Humanity”「人

類に奉仕するﾛｰﾀﾘｰ」を掲げました。これは非常にｼﾝﾌﾟﾙです

が、私は１月のｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞの国際会議場で感動いたしました。実

は、多くのﾛｰﾀﾘｱﾝから、「これは、我々が何をすべきかを示して

おり、人類への奉仕は人生最良の仕事である」と絶賛のﾒｰﾙが

寄せられているのです。 
彼は、「人類への奉仕はﾛｰﾀﾘｰの礎であり、ﾛｰﾀﾘｰの一員であ

ることは、最初は小さな機会と思えても」、「ﾛｰﾀﾘｰを通じて社会

に貢献する大きな機会であり、さらに人類へのロータリー奉仕を

通じて、より良い世界をつくる道である」と。 
「ﾛｰﾀﾘｰは今、岐路に立っています。来年度はﾎﾟﾘｵ撲滅の可能

性がありますので、今から準備をしておく必要があります。ﾎﾟﾘｵ

撲滅に我々ﾛｰﾀﾘｰが果たしてきた役割を、ｸﾗﾌﾞを通じて地域社

会に認知してもらい、ﾛｰﾀﾘｰの入会こそが世界を変える方法で

あることを強調してください。そして、社会貢献への熱意を持つ

職業人が集うﾛｰﾀﾘｰの独自の力を生かせば、大きな目標を達

成することができる」と、彼は述べています。 
ﾛｰﾀﾘｰの前進には、当然、会員増強が必要ですが、ただ単に数

を増やすことではなくて、「将来ﾘｰﾀﾞｰとなる人を入会させなさ

い」と。「ﾛｰﾀﾘｰの伝統を継続する名誉を与えられた私たちは、

このような奉仕を行っていく責務がある」と、ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑは述べ

ています。 
また、ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑ RI 会長は、昨年度と同じく五つの強調事項を

提言しておりますが、皆さんご存じのとおりですが、会員増強と

維持、財団への寄付、ｵﾝﾗｲﾝﾂｰﾙの利用、新世代、そして公共ｲ

ﾒｰｼﾞですが、それらの五つの強調事項にそれぞれ目標が掲げ

てありますので、その組み合わせが会長賞につながりますの

で、広島北ＲＣにおかれましては、ぜひ会長賞にﾁｬﾚﾝｼﾞしてい

ただきたいと思います。 
加えて、ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑ RI 会長は、2016-17 年度、11 の目標を掲

げました。私が今から挙げます地区運営方針と、ほとんど同じで

す。ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟしますので省略させていただきたいと思います。 
そこで、ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑ RI 会長のﾃｰﾏを受け、私は、実は２年半前

から考えていたわけです。全く合致したわけです。“Vocational 
service only brings about happiness and peace”、すなわち

「奉仕の中にこそ幸福（幸せ）と平和がある」というﾃｰﾏを掲げた

のです。その意図するところは二つあり、職業奉仕の実践強化

であり、もう一つは、人類の最大の敵であるがん予防の普及推

進です。 
前者の職業奉仕の実践強化には、今世紀に入り、我々の社会

生活は目まぐるしく進歩いたしましたけれども、道徳観の倒錯に

よって、政治、経済、科学等のさまざまな分野で不祥事が起きて

おります。それで、我々ﾛｰﾀﾘｱﾝは、それらを防止するために何

をすれば良いかです。そこで私は、職業奉仕の理念を実践する

ための二つの行動指針が必要と考えました。すなわち、一つは

「ﾛｰﾀﾘｱﾝの行動規範」の遵法です。今日、２人の新入会員の

方々に、そこにありますが、それをぜひ読んでいただきたいと。

それと、もう一つは「四つのﾃｽﾄ」の言行です。これら二つは、職

業倫理の高揚と人格を向上させ、究極的には我々に幸せをもた

らすからです。まさに、ﾎﾟｰﾙ･ﾊﾘｽの言う「奉仕の生活」は「幸福

の生活」を意味し、平和につながると考えます。 
後者のがん予防の普及推進については、わが国が抱えている

大きな社会問題、2025 年問題、皆さん、ご存じでしょうか。読売

新聞の 8 月 15 日に 75 歳以上のがんという、私と一緒にがんを

戦ってきました日本対がん協会の会長、垣添忠生先生が総説を

2 ﾍﾟｰｼﾞにわたって書かれています。これと全く同じことなので

す。2025 年になりますと、団塊世代が後期高齢者になるので

す。ということは、あと 9 年後は一番上に 70 歳代がきて、完全な

逆ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞになるのです。そうすると何が起きるかと。2025 年に

は、がん難民が大発生するのです。今、がんは 2 人に 1 人かか

りますが、2025 年には 3 人に 2 人がかかる。そして、がん患者

の約半分が 75 歳という、恐ろしい時代が来るわけです。 
同時に、年寄りから血液が採れませんから、血液がだいぶ少な

くなります。それから、看護師がだいぶ少なく、みとり場がなくな

るということです。そこで今、厚生労働省が地域包括緩和ケアと

いうことを強調しているわけです。 
そこで、この 2025 年問題に対して、我々ﾛｰﾀﾘｱﾝが、一人一人

が危機感を持って、ﾛｰﾀﾘｰとして対策を立てる必要があると考え

たのです。 
それは、ﾛｰﾀﾘｰ戦略分野の重点分野「疾病予防と治療」に相当

する「がん予防の普及推進」を３年間の戦略計画として立ち上

げ、地区奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会の中に、がん予防推進委員会を

設置したのです。委員長は、今日、随行幹事として来ていただい

ている藤村教授にお願いしております。その目的は、ﾛｰﾀﾘｱﾝ自

身および高齢者社会にﾆｰｽﾞを満たす奉仕活動「がん予防の普

及推進」の実践を通じて、がんになっても安心して暮らせるよう、

ここが重要なのです、自己責任に基づく健康管理を目指すもの

です。 
その目的が二つあり、一つは我々大人の場合ですが、一人一

人が、がん予防を生活習慣病として把握して、がんの一次予

防、たばこをやめる、生活習慣を変える、これを一次予防といい

ます、そして二次予防、がんを早期に発見して早期治療する、こ

れを二次予防といいます、によってもたらされる健康寿命の延

長と、健康経営学をご存じでしょうか、すなわち企業従業員の健

全な心と身体を戦略的につくり、もって健全な経営を維持するこ

とを推進することです。もう一つは、我々ﾛｰﾀﾘｱﾝのﾄﾞｸﾀｰが職業

ｽｷﾙを生かして、青少年へのがん教育です。 
私は、今日ここで強調したいのは、がん予防とがん教育は、健

康に生きるための組織づくりであり、ﾛｰﾀﾘｱﾝ自身のみならず、

家庭、職場、地域社会の人々の命を守り、さらにﾛｰﾀﾘｰを将来

担う若い人たちが健康に生きるために必要なことと考えたわけ

です。国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2710 地区が、がん罹患率・がん死亡率が

最も低く、がんになっても安心に暮らせる地区に、皆さん、頑張

ろうではありませんか。 
ここで、がん予防に関して、私のﾛｰﾀﾘｰﾓﾒﾝﾄをご披露申し上げ

たいと思います。 
昭和 16 年、肺結核症で父と私が枕を並べる闘病生活の末、父

の死と引き換えに私は生き残りました。残された母と 5 歳の私は

苦難の道を歩むことになりましたが、幸いなことに医学の道に進

むことができました。そして今日、病理学者として 58 年間、がん

予防一つに取り組み、得られた研究成果をがん医療の現場、す

なわち、がんを診断するのは、ここにたくさんおられます臨床の

先生ではありませんで、病理がするわけですが、その確定診断

をするのに、私、遺伝子を加えた分子病理診断を実践しました。

同時に多くの、10 名以上の教授の後継者を育成することができ

ました。 
また私は、先ほどご紹介にございましたように、昭和 56 年に広

島中央ＲＣに入り、「四つのテスト」に感動したのですね。そし

て、うれしいことに広島の財界、広島大学、広島県医師会、広島

市医師会等の支援により、公益財団法人広島がんｾﾐﾅｰを設立

することができたのです。以来、今日まで毎年、国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、

がん予防のための県民公開講座、若い研究者への支援等の事

業に取り組んできたのです。 
このように今日まで、がんと闘う研究と事業に取り組んでこられ

たのは、真摯にがんと向き合い、自分の生活の基盤となるﾛｰﾀﾘ

ｰの理念を実践した結果であり、もし私がﾛｰﾀﾘｰに入会していな



 

4 

かったら、自分の職業ｽｷﾙを生かした人道的な奉仕活動を継続

することはできなかったと言っても、過言ではありません。まさ

に、ﾛｰﾀﾘｰに感謝です。 
ここで、ﾎﾟｰﾙ･ﾊﾘｽの著書『ﾛｰﾀﾘｰの理想と友愛』という、有名な

本がありますが、の中で、「奉仕の理念の意味」の章においてﾎﾟ

ｰﾙ･ﾊﾘｽが最初に引用した、有名なﾄｰﾏｽ･ｶｰﾗｲﾙの名言をご披

露したいと思います。19 世紀ｲｷﾞﾘｽの有名な歴史家であるﾄｰﾏ

ｽ･ｶｰﾗｲﾙは、「一生懸命誠実に一つのことを成し遂げようとする

努力、それは、この世の初めから人間を取り巻くあらゆる病や苦

労に対する偉大な療法である」と彼は述べています。 
私の、先ほどのｶﾞﾊﾞﾅｰ信条は、実はこのﾄｰﾏｽ･ｶｰﾗｲﾙの名言

に由来しているのです。 
次に、八つの地区運営方針について説明させていただきます。 
まず１番は、永久にﾎﾟﾘｵ撲滅です。ﾎﾟﾘｵ撲滅まであと少しであ

り、2018 年には、RI はﾎﾟﾘｵ撲滅宣言をする予定です。 
1985 年、ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽを開始しましたが、発症数は 35 万件から、

今、10 件以下になっています。しかし、まだﾊﾟｷｽﾀﾝでは依然とし

て野生ﾎﾟﾘｵが発生しています。皆さん、忘れてはならないのは、

ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽを世界で提唱したのは、RI でもなければ WHO でもな

いのです。実は日本人の 2 人のﾄﾞｸﾀｰなのです。それは、東京

麹町ＲＣの故山田・故峰、両ﾄﾞｸﾀｰがｱﾌﾘｶで最初に行ったので

すね。したがって私が申し上げたいのは、我々は誇りを持って、

ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ基金の寄付のみならず、ﾎﾟﾘｵ撲滅のための募金活動

を展開していただきたいということです。 
２番目は、先ほど申しましたように、「ﾛｰﾀﾘｱﾝの行動規範」の遵

法です。「四つのﾃｽﾄ」と同様に例会での唱和を、ぜひ当ｸﾗﾌﾞで

も行っていただければと思います。この「ﾛｰﾀﾘｱﾝの行動規範」

は、特に新会員等には非常に大切なﾊﾞｲﾌﾞﾙですので、立派なﾛ

ｰﾀﾘｱﾝにとって役立つものですので、唱和していただきたいと思

います。 
３番目は、職業奉仕の行動指針である「四つのﾃｽﾄ」を、自分の

職業生活のみならず、ﾛｰﾀﾘｱﾝ日常の生活でも言行してやって

いただく。また、青少年にも「四つのﾃｽﾄ」の実践を促すというこ

とです。 
実は驚くことに、皆さんご存じ、RLI というのがございますが、

「四つのﾃｽﾄ」をもうやっていないｸﾗﾌﾞが半分ぐらいあるのです

ね。「四つのﾃｽﾄ」もやっていない。ﾛｰﾀﾘｰの会長時間もないとい

うようなｸﾗﾌﾞがある。ちょっと考えられないｸﾗﾌﾞがありますね。 
ぜひ、この「四つのﾃｽﾄ」と「ﾛｰﾀﾘｱﾝの行動規範」は、例会で唱

和していただきたいと思います。 
４番目、当ｸﾗﾌﾞはすでに設置されておりますが、ﾛｰﾀﾘｰ戦略計

画の理解に努め、ﾛｰﾀﾘｰ戦略計画委員会を設置して、ｸﾗﾌﾞ独自

の戦略計画を立ち上げ、特に重点分野の活動に取り組んでい

ただきたいと思います。 
５番目が、会員維持・会員増強で、ｸﾗﾌﾞでの戦略目標をつくり、ｸ

ﾗﾌﾞ、ﾛｰﾀﾘｱﾝ一人一人が真剣に取り組む。先ほど会長から、会

員を 100 名にすると。この会員増強は、当ｸﾗﾌﾞで私が申し上げ

ることはないと思っております。 
６番目、重点分野の一つの「疾病予防と治療」に相当する「がん

予防の普及推進」を、職業奉仕、職業奉仕というのはいろいろ

意見がございましょうが、私は 38 年間のﾛｰﾀﾘｱﾝの歴史として、

ﾛｰﾀﾘｰの職業奉仕というのは、ﾛｰﾀﾘｱﾝはいかに生きるかという

生活姿勢であると考えています。したがって、がん予防も、それ

を把握して、ﾛｰﾀﾘｱﾝ自身のみならず、家庭、職場、学校、地域

社会で実践していただきたいと思います。 
先ほど申しましたように、タバコをやめることで、がんは 30％減

ります。食生活を改めることによって、30％がんは減ります。だ

から一次予防で、がんは半分ぐらい予防することができます。早

期発見・早期治療によって、がんは治ります。これを二次予防と

いいます。そして我々ﾄﾞｸﾀｰが職業性を生かして、青少年に対す

るがん予防の教育です。 
今日、一緒に来ていただいております静川ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐におかれ

ましては、地区がん予防推進委員会のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして活躍し

ていただいております。大変うれしいことには、第 2710 地区は

73 ｸﾗﾌﾞございますが、ほとんどのｸﾗﾌﾞが、がん予防委員会を設

置して取り組んでくれると。うれしく思って、３年間ございますの

で、ぜひ当ｸﾗﾌﾞでも実践していただけると。もうすでに当ｸﾗﾌﾞで

は岩森先生がおられまして、大変力強い限りでございます。 
もう一つお願いしたいのは、ここでもう一つ申し上げたいのは、ﾛ

ｰﾀﾘｰとがん予防には共存共栄という共通の理念があります。す

なわち「ﾛｰﾀﾘｰとかけて、共存共栄と解く―その心は、利己と利

他の調和」、これは 2008-09 年の諏訪昭登ｶﾞﾊﾞﾅｰ。「がんとか

けて、共存共栄と解く―その心は、長い自然史と予防の調和」、

これは私です。がんになるには、10 年から 20 年の長い歴史を

持っています。40 歳からがんが増えるということは、40 歳になる

までの生活習慣が、がんになる条件をつくるということになりま

す。したがって、青少年時代の生活習慣を変えることによって、

がんは予防できますし、がんを早期に発見すれば、治療すれ

ば、がんは完治します。20 世紀は、がん＝死でしたが、今は治

ります。完全に治ります。そして進行がんになっても、いいお薬

がありますから共存共栄、多くの方々が、がん生存者で現在就

労されています。 
どうかお願いしたいのは、ガバナー月信の 2 号に藤村委員長

が、がんとはどのようなものでしょうかと書いてございますので、

『ガバナー月信』をごみ箱に捨てずに読んでいただいて、それを

同僚、家族のほうに伝達していただきたいと思います。『ﾛｰﾀﾘｰ

の友』を捨てるﾛｰﾀﾘｱﾝもおられますけれども、それを捨てずに、

『ﾛｰﾀﾘｰの友』と『ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信』をﾌｧｲﾙして、読解し続けて、一次

予防・二次予防をもっと詳しく藤村先生が書かれますので、ぜひ

それを読んでいただきたいと思います。 
７番目、ﾛｰﾀﾘｰの公共ｲﾒｰｼﾞと認知度の向上に取り組もうとあり

ます。それには、まずﾛｰﾀﾘｱﾝが、ﾛｰﾀﾘｰとは何か、ﾛｰﾀﾘｰは何

をする団体か、ﾛｰﾀﾘｰは何をしてきたのかということを、ﾛｰﾀﾘｱﾝ

自身が勉強していただくことが必要なのです。ですから私が言

いたいのは、まずﾛｰﾀﾘｱﾝ自身が十分ﾛｰﾀﾘｰとは何かを理解し

て、公共ｲﾒｰｼﾞに取り組んでいただきたいと思います。特に今日

入られました２名の方々に、『ﾛｰﾀﾘｰの友』の８月号に、非常に

分かりやすくロータリーとは何かと書いてございますので、それ

をぜひ熟読していただければと思います。 
最後にお願いしたいのは、先ほど山本ﾊﾟｽﾄ会長にもお願いしま

したが、あらゆる当ｸﾗﾌﾞの事業に、ﾛｰﾀﾘｰ財団 100 周年とﾎﾟﾘｵ

撲滅の冠を付けていただきたい。冒頭に申し上げました、今年

はﾛｰﾀﾘｰ財団 100 周年でございますので、ぜひお願いしたいと

思います。 
最後にもう一つ、第 2710 地区は平和推進地区でありますので、

「ヒロシマの平和」の理念を発信していただきたい。5 月 27 日、

ｵﾊﾞﾏ米国大統領が広島に歴史的な訪問をし、今、原爆資料館

はものすごく多くの方々が見学されていますが、ぜひ皆さん方

は、原爆資料館に行って見学しようということを、お伝えしていた

だきたいと思います。 
結びに、ﾛｰﾀﾘｰ 111 年の歴史的変遷を見ますと、20 世紀に確立

された内なる奉仕―職業奉仕から、今世紀に入って外なる奉仕

―ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の奉仕へと変遷していると、私は痛感しておりま

す。しかし、ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｰﾑ RI 会長が「人類に奉仕するﾛｰﾀﾘｰ」とい

うﾃｰﾏを掲げ、「人類への奉仕はﾛｰﾀﾘｰの礎であり、社会奉仕

の熱意を持つ職業人が集うﾛｰﾀﾘｰの独自の力を生かせば、大

きな目的を達成できる」と強調しました。そこで私は、ｶﾞﾊﾞﾅｰ信

条として「奉仕の中にこそ幸福（幸せ）と平和がある」を掲げまし

たが、その骨格は職業奉仕の実践強化とがん予防の推進であ

り、それは有名なﾕｳｪﾅﾘｽの「健全な精神は健全な肉体に宿る」
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